
摩
多
羅
神
の
顕
現
と
そ
の
芸
能

中

村

茂

子

は
じ
め
に

一

茨
城
県
桜
川
市

楽
法
寺
の
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭

１

八
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭

２

楽
法
寺
と
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
の
伝
承

二

京
都
市
右
京
区
太
秦

広
隆
寺
の
牛
祭
り

１

広
隆
寺
境
内
社
・
大
避

お
お
さ
け

神
社
牛
祭
り
の
概
要

２

大
避
大
明
神
・
秦
河
勝
・
摩
多
羅
神
・
宿
神
・
翁
面
︵
鬼
面
︶

三

岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町

毛
越
寺
の
延
年

１

毛
越
寺
常
行
堂
修
正
会
延
年
の
概
要

２

摩
多
羅
神
の
顕
現
と
芸
能

お
わ
り
に

は
じ
め
に

摩
多
羅
神
は
、
天
台
系
寺
院
の
常
行
三
昧
堂
に
密
か
に
祀
ら
れ
た
念
仏
の
守

護
神
、
ま
た
、
玄
旨
帰
命
壇
の
本
尊
と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
外
来
神
は
慈
覚

大
師
円
仁
︵
七
九
四
～
八
六
四
︶
が
唐
よ
り
帰
朝
の
際
に
顕
現
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
ま
た
、
恵
心
僧
都
源
信
︵
九
四
二
～
一
〇
一
七
︶
が
念
仏
の
守
護
神
と
し

て
勧
請
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
服
部
幸
雄
﹁
後
戸
の
神
﹂
に
よ
れ
ば
、
摩

多
羅
神
の
像
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
次
の
五
種
類
が
あ
る
と
い
う
。

1

①

叡
山
の
真
如
堂
実
蔵
坊
蔵

絹
本
著
色

長
さ
三
尺
、
幅
一
尺
半
ほ
ど
の

軸
物
。
上
杉
文
秀
の
図
柄
解
説
を
整
理
し
て
記
す
と
、
烏
帽
子
狩
衣
様
の
俗

人
の
服
で
、
中
央
上
位
に
描
か
れ
た
摩
多
羅
神
は
口
の
上
下
に
髭
が
あ
り
、

静
止
し
て
鼓
を
打
つ
。
下
位
に
舞
姿
の
二
人
が
描
か
れ
、
向
か
っ
て
右
側
は

口
上
に
髭
が
あ
り
、
左
手
に
竹
枝
、
右
手
に
杓
を
持
つ
。
左
側
は
髭
な
し
、

左
手
に
鼓
を
持
ち
、
右
手
で
打
と
う
と
し
て
い
る
。
下
位
の
二
人
は
童
男
女

で
は
な
く
、
ま
た
星
の
図
柄
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

②

中
邑
祐
久
蔵

図
柄
は
①
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
舞
っ
て
い
る
二
童

子
が
茗
荷
と
笹
の
小
枝
を
持
ち
、
画
面
上
位
に
北
斗
七
星
が
描
か
れ
て
い

る
。

③

﹃
塩
尻
﹄︵
巻
之
三
十
五
︶
に
写
さ
れ
て
い
る
も
の

②
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
が
、
上
位
北
斗
七
星
の
下
に
雲
気
を
描
き
、
そ
の
下
右
側
に
茗
荷
、
左
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側
に
竹
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
摩
多
羅
神
が
左
手
に
抱
く
鼓
が
極
端
に
大

き
い
。

④

叡
山
西
塔
の
椿
堂
脇
壇
で
発
見
さ
れ
た
像

高
さ
六
寸
余
の
木
彫
一
躯

で
、
童
子
像
な
し
。
両
手
首
を
失
っ
て
い
る
た
め
、
鼓
の
有
無
は
不
明
。

⑤

毛
越
寺
大
乗
院
に
伝
え
ら
れ
た
画
像

図
柄
は
①
本
に
似
て
い
る
。

﹁
後
戸
の
神
﹂
に
次
ぐ
服
部
幸
雄
﹁
宿
神
論
﹂
に
よ
っ
て
、
寺
院
の
後
戸

に
祀
ら
れ
る
神
︵
摩
多
羅
神
︶
の
神
秘
性
と
芸
能
と
の
結
び
つ
き
、
す
な
わ

ち
宿
神
＝
摩
多
羅
神
＝
翁
面
︵
鬼
面
︶
と
い
う
猿
楽
起
源
説
へ
の
展
開
が
提

示
さ
れ
、
以
後
、
翁
猿
楽
の
成
立
に
関
し
て
後
戸
と
関
連
し
た
成
果
が
知
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
本
ひ
ろ
子
﹁
摩
多
羅
神
の
姿
態
変
換
�
修
行
・
芸

2

能
・
秘
儀
﹂
に
よ
れ
ば
、
摩
多
羅
神
に
は
、
歌
舞
に
関
わ
る
芸
能
神
、
常
行

三
昧
堂
の
道
場
神
、
玄
旨
帰
命
壇
の
本
尊
と
い
う
三
つ
の
役
割
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。

3

筆
者
は
二
〇
〇
八
年
四
月
一
三
日
、
茨
城
県
桜
川
市
雨
引
山
楽
法
寺
︵
通

称
雨
引
観
音
・
真
言
宗
豊
山
派
︶
で
、
八
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
マ
ダ
ラ
鬼

神
祭
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
こ
の
祭
り

に
つ
い
て
の
記
載
に
は
、
京
都
太
秦
の
広
隆
寺
︵
真
言
宗
︶
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
﹁
牛
祭
り
﹂
と
共
に
、﹁
日
本
二
大
鬼
祭
り
﹂
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
た
。
摩
多
羅
神
が
人
々
の
前
に
顕
現
し
、
眷
属
な
ど
と
と
も
に
寺
院
周

辺
地
域
を
行
道
し
た
後
に
祭
文
を
読
み
︵
京
都
広
隆
寺
︶、
鬼
踊
り
を
演
じ

る
︵
茨
城
楽
法
寺
︶
祭
り
が
、﹁
鬼
神
祭
﹂
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
、
天
台
系
寺
院
に
は
、
常
行
堂
の
後
戸
に
祀
ら
れ
て
い
る
摩
多
羅

神
を
本
尊
と
し
て
実
施
さ
れ
る
修
正
会
の
延
年
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
本
論

で
は
、
こ
の
両
者
間
に
み
ら
れ
る
芸
能
神
と
し
て
の
摩
多
羅
神
の
顕
現
の
方

法
、
お
よ
び
摩
多
羅
神
が
実
際
に
演
じ
て
み
せ
る
芸
能
・
芸
態
的
な
共
通
点

等
に
つ
い
て
追
求
し
て
み
た
い
。

一

茨
城
県
桜
川
市

楽
法
寺
の
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭

１

八
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭

茨
城
県
桜
川
市
本
木
の
雨
引
山
楽
法
寺
阿
弥
陀
院
︵
真
言
宗
豊
山
派
︶
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
は
、
例
年
四
月
第
一
日
曜
・
ま
た
は
一
一
月
三

日
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
平
成
二
〇
年
の
祭
り
は
七
年
の
中
断
を
経
て
、
四
月

一
三
日
の
第
二
日
曜
に
八
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
小

雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、
予
定
通
り
午
前
一
一
時
に
太
鼓
と
法
螺
貝
の
音
を
合
図

に
﹁
あ
ま
び
き
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
﹂
前
の
広
場
で
マ
ダ
ラ
鬼
神
を
中
心
と
し

た
行
列
を
整
え
、
雨
引
山
︵
標
高
四
〇
九
メ
ー
ト
ル
︶
の
中
腹
に
あ
る
観
音
堂

前
に
向
か
っ
て
行
列
を
く
り
出
し
た
。
行
列
次
第
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
会え

奉ぶ

行
ぎ
ょ
う

②
マ
ダ
ラ
鬼
神
︵
く
す
ん
だ
赤
色
鬼
面
・
白
赤し
ゃ

熊ぐ
ま

を
被
り
、
赤

上
下
の
装
束
に
紫
の
袈
裟
を
着
け
、
白
馬
に
乗
る
︶

③
眷
属
の
五
鬼
︵
赤
・

白
・
青
・
黒
・
黄
の
各
色
の
鬼
面
、
手
拭
い
を
被
る
、
白
上
下
装
束
を
着
け
、

点
火
し
て
な
い
松
明
を
持
つ
︶

④
旗
持
ち
・
楽
人
な
ど

⑤
大
傘
を
差
し
掛

け
ら
れ
た
導
師
、
以
下
数
名
の
僧
侶

⑥
稚
児
二
〇
名
程
︵
保
護
者
つ
き
︶

⑦
寺
侍
︵
裃
姿
の
檀
家
の
人
々
︶
多
数
。

午
前
一
一
時
一
〇
分
、
行
列
は
薬
医
門
︵
慶
長
四
年
�
一
五
九
九
�
に
真
壁

城
の
大
手
門
を
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
い
う
︶
前
の
石
段
下
に
到
着
、
石
段
に
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添
っ
て
点
在
す
る
鐘
楼
・
仁
王
門
・
六
角
堂
の
前
を
白
馬
に
ま
た
が
っ
た
マ
ダ

ラ
鬼
神
が
先
頭
を
き
っ
て
一
気
に
通
り
抜
け
た
後
、
行
列
が
ゆ
っ
く
り
と
観
音

堂
脇
、
多
宝
塔
前
に
設
置
さ
れ
た
白
衣
観
音
︵
東
京
世
田
谷
講
中
の
寄
進
︶
前

に
準
備
さ
れ
た
野の

天て
ん

護ご

摩ま

場
じ
ょ
う

に
到
着
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
所
定
の
位
置
に
着

い
た
の
は
午
前
一
一
時
二
〇
分
頃
で
あ
っ
た
。
柴
燈
護
摩
壇
の
表
面
に
位
置
し

て
立
っ
た
導
師
、
副
導
師
を
中
心
と
し
た
数
名
の
僧
侶
以
外
は
、
行
列
に
加

わ
っ
た
稚
児
と
保
護
者
が
多
宝
塔
の
回
廊
、
寺
侍
が
観
音
堂
の
回
廊
か
ら
野
天

護
摩
場
を
見
下
ろ
す
形
で
儀
式
が
始
ま
っ
た
。
導
師
が
柴
燈
護
摩
壇
の
前
に
進

ん
で
種
々
の
呪
法
を
繰
り
返
え
し
た
後
、
一
一
時
三
〇
分
頃
、
当
役
の
僧
呂
が

柴
燈
護
摩
に
点
火
し
た
。
そ
れ
を
合
図
に
行
列
到
着
以
後
は
姿
が
見
え
な
か
っ

た
マ
ダ
ラ
鬼
神
を
先
頭
に
、
眷
属
の
五
鬼
が
そ
れ
ぞ
れ
背
に
靫ゆ
ぎ

を
負
っ
て
観
音

堂
と
白
衣
観
音
の
間
か
ら
野
天
護
摩
場
へ
入
場
し
て
き
た
。
柴
燈
護
摩
壇
の
奧

に
祀
ら
れ
た
白
衣
観
音
前
に
も
祭
壇
が
設
置
さ
れ
、
柴
燈
護
摩
壇
の
表
面
中
央

に
立
つ
導
師
の
左
側
へ
マ
ダ
ラ
鬼
神
と
五
鬼
が
柴
燈
護
摩
壇
を
囲
む
形
で
居
並

ぶ
。
導
師
の
右
側
に
は
楽
︵
鋲
で
と
め
た
太
鼓
・
拍
子
木
︶
と
般
若
心
経
を
唱

え
る
僧
呂
各
三
名
が
所
定
の
位
置
に
着
く
。
楽
入
り
の
般
若
心
経
が
始
ま
る

と
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
と
五
鬼
は
点
火
し
て
な
い
松
明
を
振
り
回
し
な
が
ら
柴
燈
護

摩
壇
の
ま
わ
り
を
順
ま
わ
り
に
囲
む
状
態
で
約
二
分
ほ
ど
踊
る
︵
マ
イ
ク
に
よ

る
僧
侶
の
説
明
で
は
、
鎌
で
木
を
切
る
様
子
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
︶。
般

若
心
経
読
誦
が
続
き
、
柴
燈
護
摩
壇
を
囲
ん
で
マ
ダ
ラ
鬼
神
を
中
央
に
五
鬼
が

立
ち
つ
く
す
中
、
僧
侶
が
奉
賛
会
や
講
中
な
ど
の
奉
納
し
た
護
摩
木
を
何
度
か

に
分
け
て
護
摩
火
の
中
へ
投
下
す
る
。

午
前
一
一
時
四
〇
分
、
般
若
心
経
読
誦
を
終
了
し
、
導
師
を
先
頭
に
数
名
の

僧
侶
は
野
天
護
摩
場
を
退
出
。
野
天
護
摩
場
に
残
っ
た
マ
ダ
ラ
鬼
神
と
五
鬼

は
、
護
摩
火
の
近
く
に
寄
っ
て
手
に
し
て
い
た
松
明
に
護
摩
火
を
移
す
。
六
鬼

は
松
明
を
振
り
回
し
、
叫
び
声
を
発
し
な
が
ら
護
摩
壇
の
ま
わ
り
を
順
回
り
に

踊
る
。
五
分
ほ
ど
踊
っ
て
終
わ
り
際
に
六
鬼
は
、
消
え
か
か
っ
た
柴
燈
護
摩
火

の
周
囲
か
ら
残
り
火
の
あ
る
松
明
を
掲
げ
、
弓
を
構
え
て
四
方
へ
矢
を
射
る
仕

種
を
し
て
見
せ
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
を
先
頭
に
し
て
退
出
す
る
。
こ
の
時
を
待
ち
か

ま
え
て
い
た
参
詣
人
が
競
っ
て
野
天
護
摩
場
へ
な
だ
れ
込
み
、
火
が
消
え
て
く

す
ぶ
っ
て
い
る
柴
燈
護
摩
の
煙
を
体
に
浴
び
る
。

午
前
一
一
時
五
〇
分
、
松
明
に
か
え
て
大
弓
を
持
っ
て
観
音
堂
の
回
廊
に
姿

を
現
し
た
六
鬼
は
、
回
廊
で
護
摩
場
を
見
下
し
て
い
た
寺
侍
に
代
わ
っ
て
回
廊

前
面
の
欄
干
に
片
足
を
か
け
、
太
鼓
の
音
を
合
図
に
参
詣
人
に
向
か
っ
て
破
魔

矢
を
射
る
。
参
詣
人
は
争
っ
て
こ
れ
を
奪
い
合
う
。
最
後
に
四
九
本
目
の
矢
を

マ
ダ
ラ
鬼
神
が
射
終
わ
る
と
、
六
鬼
は
回
廊
か
ら
姿
を
消
す
。
破
魔
矢
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
参
詣
人
は
、
そ
の
年
の
無
病
息
災
が
約
束
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
六
鬼
に
代
わ
っ
て
裃
姿
の
寺
侍
た
ち
が
再
度
回
廊
の
前
面
に
出
て
、

参
詣
人
に
向
か
っ
て
祝
い
の
餅
投
げ
を
す
る
。
六
鬼
の
弓
射
と
寺
侍
の
餅
投
げ

は
約
一
〇
分
間
の
行
事
で
、
ち
ょ
う
ど
正
午
に
祭
り
は
終
了
し
た
。
参
詣
人
は

潮
が
引
く
よ
う
に
境
内
か
ら
姿
を
消
し
た
。

正
午
、
多
宝
塔
に
向
か
っ
て
左
側
に
位
置
す
る
客
殿
に
は
、
遠
隔
地
か
ら
来

た
雨
引
観
音
講
中
の
人
々
、
お
よ
び
奉
賛
会
︵
檀
家
総
代
以
下
の
役
員
・
地
域

の
有
力
者
な
ど
︶
の
人
々
の
た
め
に
昼
食
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
日
参
詣

し
た
講
中
は
、
出
島
︵
茨
城
県
潮
来
市
︶
講
中
︵
八
〇
名
︶、
東
京
の
世
田
谷

講
中
︵
五
六
名
︶、
下
館
︵
茨
城
県
筑
西
市
︶
講
中
︵
六
名
︶
で
あ
り
、
出
島
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講
中
の
場
合
、
弁
当
を
持
参
し
て
地
元
で
と
れ
た
野
菜
な
ど
で
汁
物
を
作
っ
て

も
ら
う
の
が
習
慣
で
あ
る
と
い
う
。

本
年
の
鬼
役
を
務
め
た
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

護
摩
場
の
マ
ダ
ラ
鬼
神
︵
楽
法
寺
僧
侶
の
佐
藤
宏
仁
・
四
〇
歳
代
・
中
断
以

前
に
何
回
か
務
め
た
︶・
行
列
乗
馬
の
マ
ダ
ラ
鬼
神
︵
近
隣
乗
馬
ク
ラ
ブ
の

オ
ー
ナ
ー
・
白
馬
と
共
に
寺
の
依
頼
を
受
け
て
参
加
し
た
︶・
白
鬼
︵
蛯
澤

清
・
昭
和
五
四
年
生
・
本
木
在
住
・
初
役
・
祖
父
と
父
三
代
に
わ
た
っ
て
鬼
役

を
務
め
て
き
た
︶・
赤
鬼
︵
中
川
泰
幸
・
昭
和
三
七
年
生
・
鬼
役
三
回
目
・
本

木
在
住
︶・
黄
鬼
︵
利
根
川

悟
・
昭
和
三
三
年
生
・
初
役
・
本
木
在
住
︶・
青

鬼
︵
蛯
澤

弘
・
昭
和
四
八
年
生
・
初
役
・
本
木
在
住
︶・
黒
鬼
︵
中
川
浩

明
・
昭
和
四
六
年
生
・
初
役
・
本
木
在
住
︶。
彼
ら
の
稽
古
は
、
前
日
の
リ

ハ
ー
サ
ル
を
含
め
て
三
回
行
っ
た
と
い
う
。

最
後
に
楽
法
寺
の
事
務
長
・
宇
留
野
聖
澄
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
以

下
の
よ
う
な
こ
と
を
伺
っ
た
。
平
成
一
三
年
か
ら
七
年
間
の
中
断
の
最
大
の
理

由
は
、
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
平
成
二
〇
年
に
八

年
ぶ
り
に
復
活
で
き
た
の
は
駐
車
場
を
完
備
し
た
こ
と
、
旧
西
茨
城
郡
大
和
村

が
平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
に
岩
瀬
町
・
真
壁
町
と
共
に
合
併
し
、
桜
川
市
に

な
っ
た
こ
と
を
祝
う
意
味
が
大
き
い
と
い
う
。
東
京
の
世
田
谷
講
中
は
、
例
年

一
一
月
三
日
に
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
に
合
わ
せ
て
野
天
護
摩
供
に
参
詣
し
て
き
た

が
、
平
成
二
〇
年
四
月
の
祭
り
に
参
詣
し
た
い
希
望
が
あ
っ
て
実
現
し
た
。
ま

た
、
中
断
し
て
い
た
七
年
間
も
世
田
谷
講
中
は
例
年
通
り
に
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
の

日
に
野
天
護
摩
供
に
参
詣
し
て
き
た
。
出
島
講
中
と
下
館
講
中
は
正
月
に
実
施

さ
れ
る
堂
内
で
の
護
摩
供
に
参
詣
し
て
き
た
が
、
今
年
は
野
天
護
摩
供
に
参
詣

し
た
い
と
い
う
希
望
で
実
現
し
た
。
今
年
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
に
参
詣
し
た
講
中
の

他
に
も
、
川
口
講
中
︵
八
〇
名
︶
が
存
在
す
る
。
来
年
以
後
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭

を
実
施
す
る
か
否
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、

マ
ダ
ラ
鬼
神
が
乗
馬
で
行
列
に
参
加
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
の
祭
り
で
あ
り
、
馬

と
一
緒
に
プ
ロ
の
乗
馬
者
を
依
頼
す
る
た
め
の
経
費
が
捻
出
で
き
る
か
否
か

が
、
毎
年
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
い
う
。

２

楽
法
寺
と
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
の
伝
承

雨
引
山
楽
法
寺
阿
弥
陀
院
は
真
言
宗
豊
山
派
に
属
し
、
開
山
は
六
世
紀
末
に

梁
︵
中
国
︶
か
ら
来
日
し
た
法
輪
独
守
居
士
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本

尊
は
延
命
観
世
音
菩
薩
で
あ
り
、
板
東
三
十
三
ケ
所
霊
場
の
二
十
四
番
札
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
寺
崎
大
貴
﹁
雨
引
山
楽
法
寺
に
つ
い
て
﹂
に
よ
れ
ば
、

明
治
初
期
提
出
の
由
緒
書
写
し
等
に
は
、
推
古
天
皇
が
当
寺
の
延
命
観
音
に
病

気
平
癒
祈
願
の
成
就
に
よ
っ
て
、
勅
願
所
と
し
て
小
瓦
の
地
に
伽
藍
を
造
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、﹁
宥
円
附
属
状
抜
書
﹂
に
は
、
楽
法
寺

4

の
前
身
は
小
瓦
山
楽
法
寺
阿
弥
陀
︵
マ
マ
︶
と
雨
引
山
延
命
寺
地
蔵
院
と
い
う

二
つ
の
寺
院
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
縁
起
類
で
は
当
初
か
ら
一
つ
の
寺
院
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
光
明
皇
后
が
安
産
、
子
育
て
の
祈
願

所
と
し
て
三
重
塔
を
建
立
し
、
弘
仁
年
間
︵
八
一
〇
～
八
二
四
︶
嵯
峨
天
皇
の

勅
願
に
よ
っ
て
本
尊
の
大
修
理
を
行
い
、
干
天
に
悩
む
人
々
に
対
し
て
般
若
心

経
を
書
写
し
て
奉
納
し
た
効
験
に
よ
っ
て
雨
が
降
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
号
を
雨

引
山
と
命
名
し
た
。
建
武
三
年
︵
一
三
三
六
︶
足
利
尊
氏
が
寺
領
を
寄
進
し
、

厄
除
け
開
運
を
祈
願
し
て
幕
府
を
開
き
、
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
一
︶
徳
川
家
康

− 28−



が
寺
領
一
五
〇
石
を
寄
進
し
て
幕
府
の
安
泰
を
祈
願
し
た
と
い
う
。

5

マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
に
関
す
る
伝
説
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
文
明
四
年
︵
一
四
七
二
︶︿
応
永
三
年
︵
一
三
九
六
︶
と
も
﹀、
戦
火
に

よ
っ
て
焼
失
し
た
本
堂
な
ど
を
馬
に
乗
っ
て
出
現
し
た
マ
ダ
ラ
鬼
神
が
、
眷
属

の
鬼
を
大
勢
駆
使
し
て
七
日
七
夜
で
本
堂
を
建
立
し
た
。
そ
の
完
成
祝
い
と
し

て
、
夜
に
鬼
た
ち
が
火
を
囲
ん
で
円
を
作
り
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
鬼
踊
り

を
し
た
と
い
う
。
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
は
、
寛
永
一
八
年
︵
一
六
四
一
︶
当
時
の
住

職
で
あ
っ
た
尊
海
が
、
老
中
松
平
伊
豆
守
信
綱
の
舎
弟
で
あ
っ
た
縁
で
幕
府
に

願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
同
年
三
月
よ
り
年
中
行
事
と
し
て
実
施
し
て
き
た
も
の

で
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
を
始
め
る
に
際
し
、
信
綱
が
寄
進
し
た
袈
裟
は
現
在
に
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
祭
礼
当
日
マ
ダ
ラ
鬼
神
が
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
。

6次
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
た
﹁
日
本
二
大
鬼
祭
り
﹂
と
い

う
も
う
一
つ
の
伝
承
、
京
都
市
太
秦
広
隆
寺
の
﹁
牛
祭
り
﹂
に
つ
い
て
、
記
し

て
み
よ
う
。

二

京
都
市
右
京
区
太
秦

広
隆
寺
の
牛
祭
り

１

広
隆
寺
境
内
社
・
大
避
神
社
牛
祭
り
の
概
要

広
隆
寺
の
牛
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
祭
り
は
、
以
下
の
よ
う
な
次

第
で
行
わ
れ
て
い
る
。
牛
祭
り
は
、
境
内
社
の
一
つ
で
あ
る
大
避
神
社
の
祭
り

と
し
て
例
年
一
〇
月
一
〇
日
︵
か
つ
て
、
九
月
一
二
日
︶
に
行
わ
れ
て
い
る
。

当
日
の
午
後
九
時
頃
か
ら
金
棒
・
各
町
か
ら
出
さ
れ
る
御
神
灯
・
囃
子
方
︵
太

鼓
・
竹
を
鳴
ら
す
︶・
裃
姿
の
神
事
奉
行
・
松
明
・
五
大
尊
と
称
さ
れ
る
赤
鬼

と
青
鬼
︵
各
二
人
が
大
き
な
紙
面
と
紙
冠
を
つ
け
、
銀
紙
を
貼
っ
た
三
叉
鉾
を

持
つ
︶、
お
よ
び
摩
多
羅
神
︵
白
狩
衣
・
白
紙
面
を
つ
け
、
頭
に
は
﹁
だ
し
﹂

と
称
す
る
紙
毛
を
つ
け
た
冠
を
被
り
、
黒
牛
に
乗
る
︶
と
い
う
順
序
で
広
隆
寺

の
西
門
か
ら
行
列
を
く
り
出
す
。
寺
の
周
辺
を
練
り
歩
い
た
の
ち
に
、
再
度
東

門
か
ら
広
隆
寺
境
内
に
入
る
。
行
列
は
祖
師
堂
前
の
拝
殿
に
至
り
、
四
天
王
が

拝
殿
の
四
角
に
立
つ
と
、
摩
多
羅
神
は
牛
か
ら
下
り
て
拝
殿
を
三
周
し
た
の

ち
、
段
を
登
り
祖
師
堂
に
向
か
っ
て
腰
を
下
ろ
し
、
以
下
の
よ
う
な
祭
文
を
読

み
上
げ
る
。

﹁
そ
れ

以
お
も
ん
み

れ
ば
姓
を
乾
坤

け
ん
こ
ん

の
気
に
う
け
、
徳
を
陰
陽
の
間
に
保
ち
、

信
ま
こ
と

を
専
ら
に
し
て
仏
に
つ
か
へ
、
慎
み
を
い
た
し
て
神
を
敬
ふ
。
天
尊
地
卑
の
礼

を
し
り
、
是
非
得
失
の
品
を

弁
わ
き
ま

ふ
る
。
こ
れ
ひ
と
へ
に
明
神
の
広
恩
な
り
。

こ
れ
に
よ
つ
て
単た
ん

微び

の
幣
帛
を
さ
さ
げ
、
敬
し
て
摩
吒
羅
神
に
奏
上
す
。
あ
に

神
の
恩
を
蒙
ら
ざ
る
べ
け
ん
や
。
こ
れ
に
よ
つ
て
四し

番ば
ん

の
大
衆
等
、
一
心
懇
切

を
抽ぬ
き

ん
で
十
抄
の
儀
式
を
ま
な
び
、
万
人
の
逸
興
を
催
す
を
も
つ
て
、
お
の
づ

か
ら
神
明
の
法
楽
に
備
へ
、
諸
衆
の
感
歎
を
な
す
を
も
つ
て
、
暗
に
神
の
納
受

を
し
ら
ん
と
な
り
。
し
か
る
間
、
さ
い
づ
ち

頭
か
し
ら

に
木
冠

も
く
か
ん

を
戴
き
、
く
は
び
羅

足
に

旧
き
ゅ
う

鼻び

高こ
う

を
か
ら
げ
つ
け
、
か
ら
め
牛
に
鞍
を
置
き
、
大お
お
ま
ら

を
す
り
む
い

て
か
な
し
む
も
あ
り
。
や
さ
馬
に
鈴
を
つ
け
て
を
ど
る
も
あ
り
、
は
ね
る
も
あ

り
。
ひ
と
へ
に
百
鬼
夜
行
に
異
な
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
等と
う

の
振
る
舞
ひ
を
も

つ
て
、
摩
吒
羅
神
を
敬
祭
し
奉
る
こ
と
、
ひ
と
へ
に
天
下
安
穏
、
寺
家
安
泰
の

た
め
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
永
く
遠
く
払
ひ
退
く
べ
き
も
の
な
り
。
ま
づ
は
三

面
の
僧
坊
の
中
に
し
の
び
入
り
て
、
物
取
る
銭
盗
人
め
、
奇
怪
、
す
は
い
ふ
は
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い
や

小
し
ょ
う

童ど
う

ど
も
、
木
々
の
な
り
も
の
取
ら
ん
と
て
、
あ
か
り
障
子
打
ち
破
る
、

骨
な
き
法
師

頭
か
し
ら

も
あ
や
ふ
く
ぞ
覚
ゆ
る
。
さ
て
は
あ
た
腹
、
頓と
ん

病
び
ょ
う

、
す
は
ぶ

き
、

疔
ち
ょ
う

瘡そ
う

、
よ
う
さ
う
、
ま
ら

風か
ぜ

。
こ
と
に
は
尻
瘡

し
り
か
さ

、
虫
か
さ
、
濃
瘡

う
み
か
さ

、
あ
ふ

み
瘡
、
冬
に
向
か
へ
る
大
あ
か
が
り
、
な
ら
び
に
ひ
び
い
、
が
ひ
病
︹
咳
︺、

鼻
た
り
、
お
こ
り
心
地
、
く
つ
ち
、
さ
は
り
、
伝
屍
病
、
し
か
の
み
な
ら
ず
鐘

楼
・
法
華
堂
の
か
わ
づ
る
み
、
讒ざ
ん

言げ
ん

仲な
こ

人う
ど

、
い
さ
か
ひ
合
ひ
の

中
ち
ゅ
う

間げ
ん

言ご
と

、
貧

苦
男
の
入
り
た
け
り
、
無
能
女
の
隣
あ
り
き
、
ま
た
は
堂
塔
の
檜ひ

皮は
だ

喰く

ひ
ぬ
く

大
烏
・
小
烏
め
、

聖

教

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

や
ぶ
る
大
鼠
・
小
鼠
め
、
田
の
畝う
ね

う
が
つ
う
ご
ろ
も

ち
。
か
く
の
ご
と
き
の
奴
原
に
お
い
て
、
永
く
遠
く
根
の
国
、
そ
こ
の
国
ま
で

は
ら
ひ
し
り
ぞ
く
べ
き
も
の
な
り
。

敬
つ
て
白ま
お

す

謹
上
再
拝
﹂
。

7

こ
の
祭
文
を
読
み
上
げ
る
摩
多
羅
神
は
奇
妙
な
節
を
付
け
、
一
句
ご
と
に
四

天
王
︵
赤
鬼
・
青
鬼
各
二
︶
が
唱
和
す
る
。
参
詣
人
は
そ
の
読
み
方
に
対
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
に
悪
口
を
い
う
﹁
悪
態
祭
り
﹂
の
形
式
を
伝
え
て
い
る
。
摩
多

羅
神
と
四
天
王
は
、
祭
文
を
読
み
終
わ
る
と
堂
内
に
飛
び
込
ん
で
祭
り
を
終
了

す
る
が
、
か
つ
て
は
厄
を
の
が
れ
る
と
い
っ
て
、
参
詣
人
が
摩
多
羅
神
と
四
天

王
が
つ
け
た
紙
の
仮
面
を
争
っ
て
奪
い
取
っ
た
と
い
う
。
祭
文
の
内
容
か
ら
、

8

か
つ
て
摩
多
羅
神
以
外
の
四
天
王
の
中
に
は
、
馬
に
乗
っ
て
行
列
に
参
加
し
た

者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
次
に
、
先
に
記
し
た
﹁
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
﹂
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
記
さ
れ
た
文
言
﹁
日
本
二
大
鬼
祭
り
﹂
と
称
す
る
理
由
を

理
解
す
る
た
め
に
、
両
者
の
共
通
点
と
差
異
点
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
①
～
③
は

共
通
点
で
あ
り
④
⑤
は
差
異
点
と
い
え
よ
う
。

①

摩
多
羅
神
が
眷
属
の
鬼
を
従
え
て
参
詣
人
の
前
に
顕
現
す
る
。

②

摩
多
羅
神
︵
僧
が
務
め
る
︶
を
除
く
眷
属
の
鬼
役
は
、
寺
院
所
在
地
在
住

の
在
家
の
人
々
が
務
め
て
い
る
。

③

馬
・
ま
た
は
牛
に
乗
っ
た
摩
多
羅
神
を
中
心
に
し
て
、
大
勢
の
地
域
住
民

が
参
加
し
た
行
列
を
組
み
、
地
域
内
を
練
っ
た
の
ち
に
寺
院
の
本
尊
前
に
至

り
、
護
摩
供
養
・
鬼
踊
り
・
楽
入
り
般
若
心
経
︵
以
上
楽
法
寺
︶
祭
文
を
読

む
︵
広
隆
寺
︶。

④

﹁
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
﹂
の
場
合
は
、
僧
の
護
摩
供
養
に
続
い
て
マ
ダ
ラ
鬼
神

を
中
心
と
し
た
呪
術
的
な
所
作
の
鬼
踊
り
と
破
魔
矢
を
射
る
こ
と
で
、
除
災

招
副
な
ど
現
世
利
益
的
な
祈
願
と
す
る
。

⑤

﹁
牛
祭
り
﹂
の
場
合
は
、
寺
の
本
尊
に
向
か
っ
て
摩
多
羅
神
と
四
天
王
が

砕
け
た
内
容
の
祭
文
に
お
ど
け
た
節
を
つ
け
て
読
み
あ
げ
る
こ
と
で
参
詣
人

の
悪
態
を
誘
い
出
し
、
参
詣
人
に
紙
の
仮
面
を
奪
わ
れ
、
こ
れ
を
門
口
な
ど

に
貼
り
付
け
て
お
く
こ
と
で
除
災
招
福
、
現
世
利
益
の
祈
願
と
す
る
。

２

大
避
大
明
神
・
秦
河
勝
・
摩
多
羅
神
・
宿
神
・
翁
面
︵
鬼
面
︶

広
隆
寺
は
現
在
真
言
宗
の
寺
院
で
、
西
暦
六
〇
三
年
に
秦
河
勝
が
聖
徳
太
子

か
ら
授
か
っ
た
仏
像
を
安
置
す
る
た
め
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
服
部

幸
雄
﹁
宿
神
論
﹂︵
上
︶
に
よ
れ
ば
、
広
隆
寺
牛
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

祭
り
に
際
し
て
、
牛
に
乗
っ
て
出
現
す
る
摩
多
羅
神
は
、
広
隆
寺
境
内
社
で
あ

る
大
避
神
社
祭
神
の
大
避
大
明
神
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
秦
河
勝
で
あ
る
と
い

う
。
ま
た
、
大
避
大
明
神
は
外
来
神
で
あ
り
障
礙
神
で
も
あ
る
が
、
正
史
に
見

9ら
れ
る
秦
河
勝
に
は
御
霊
神
、
芸
能
神
と
し
て
の
記
録
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

正
史
に
な
い
秦
河
勝
の
二
つ
の
性
格
、
す
な
わ
ち
﹁
軍
の
ま
つ
り
人
﹂﹁
芸
能

者
︵
六
十
六
番
の
物
ま
ね
を
伝
え
た
人
︶
＝
猿
楽
の
創
始
者
﹂
を
付
加
し
、
伝
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説
化
し
て
伝
え
た
の
は
、
秦
氏
の
後
裔
を
自
称
す
る
大
和
猿
楽
者
で
あ
る
と
い

う
。
そ
の
こ
と
は
世
阿
弥
の
﹃
風
姿
花
伝
﹄︵
神
儀
︶
や
世
阿
弥
の
娘
婿
・
金

春
禅
竹
の
﹃
明
宿
集
﹄
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
秦
河
勝
よ
り
伝
来
と

伝
え
て
い
る
重
代
の
面
は
、
翁
面
と
一
体
に
観
念
さ
れ
る
鬼
面
で
あ
る
と
い

う
。
さ
ら
に
、
服
部
幸
雄
﹁
宿
神
論
﹂︵
下
︶
に
よ
れ
ば
、
猿
楽
者
の
伝
承
に

よ
る
限
り
、
秦
河
勝
を
神
格
化
し
て
祀
っ
た
大
避
大
明
神
を
彼
ら
の
守
護
神
＝

宿
神
と
し
て
、
そ
の
実
体
は
天
台
系
寺
院
常
行
堂
の
後
戸
の
神
・
摩
多
羅
神
で

あ
る
と
し
た
。
服
部
幸
雄
は
摩
多
羅
神
と
猿
楽
者
の
関
係
を
修
正
会
、
修
二
会

10

に
行
わ
れ
た
呪
師
猿
楽
を
媒
介
と
し
て
理
解
で
き
る
と
い
う
が
、
一
方
で
、
宿

神
お
よ
び
翁
面
に
つ
い
て
は
、
山
路
興
造
﹁
翁
猿
楽
考
﹂
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ

う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。﹁
大
和
猿
楽
の
徒
が
、
翁
面
を
宿
神
と
し
て

祀
っ
た
こ
と
は
、
服
部
幸
雄
氏
の
﹁
宿
神
論
﹂
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

は
た
し
て
猿
楽
者
の
祀
る
宿
神
と
非
人
宿
の
宿
神
と
が
同
一
の
神
で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
若
干
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
︵
以
下
略
︶﹂
と
記
さ
れ
た
上

で
、
後
戸
の
神
・
摩
多
羅
神
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
見
ら
れ
る
日
光
輪
王
寺
修

正
会
お
よ
び
大
和
多
武
峰
常
行
堂
修
正
会
の
例
を
あ
げ
、
摩
多
羅
神
を
迎
え
て

芸
能
を
演
じ
る
の
は
三
日
目
と
五
日
目
の
顕
夜
で
、
翁
猿
楽
・
田
楽
な
ど
が
演

じ
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
別
の
例
を
あ
げ
て
、
修
正
会
の
最
終
夜
で
あ
る
竟
夜

に
翁
舞
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
服
部
、
山
路
両
氏
の
指
摘

か
ら
天
台
系
寺
院
常
行
堂
の
修
正
会
、
修
二
会
に
演
じ
ら
れ
た
芸
能
の
場
に
、

摩
多
羅
神
が
翁
と
し
て
出
現
し
た
と
い
う
推
測
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
鬼
と
し

て
出
現
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
摩
多
羅
神
を
鬼

と
し
て
出
現
さ
せ
て
い
る
、
現
行
茨
城
の
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
や
京
都
太
秦
の
牛
祭

り
は
、
大
和
猿
楽
者
が
伝
説
化
し
た
と
い
う
﹁
秦
河
勝
よ
り
伝
来
の
翁
面
と
一

体
に
観
念
さ
れ
る
鬼
面
﹂
と
い
う
伝
承
を
無
視
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。次

に
、
現
在
唯
一
の
伝
承
で
あ
る
天
台
系
寺
院
常
行
堂
の
修
正
会
結
願
︵
最

終
日
・
竟
夜
︶
に
行
わ
れ
て
い
る
毛
越
寺
延
年
に
お
け
る
摩
多
羅
神
の
顕
現
、

お
よ
び
芸
能
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。

三

岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町

毛
越
寺
の
延
年

１

毛
越
寺
常
行
堂
修
正
会
延
年
の
概
要

岩
手
県
平
泉
の
医
王
山
毛
越
寺
金
剛
王
院
︵
本
尊
薬
師
如
来
︶
は
、
嘉
祥
三

年
︵
八
五
〇
︶
に
慈
覚
大
師
円
仁
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
、
奥
州
藤
原
氏
に
よ
っ

て
造
営
さ
れ
た
堂
塔
四
〇
宇
、
僧
坊
五
〇
〇
を
数
え
る
大
伽
藍
で
あ
っ
た
が
、

度
重
な
る
戦
火
で
全
て
失
わ
れ
た
。
現
在
、
延
年
を
伝
承
し
て
い
る
常
行
堂
も

享
保
一
三
年
︵
一
七
二
八
︶
に
復
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
尊
は
宝
冠
阿
弥

陀
如
来
と
四
菩
薩
、
奥
殿
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
が
摩
多
羅
神
で
あ
る
。
常
行
堂

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
修
正
会
の
結
願
に
は
、
延
年
と
称
す
る
古
い
芸
能
が
伝
承

さ
れ
て
お
り
、
天
明
五
年
︵
一
七
八
五
︶
正
月
二
〇
日
に
常
行
堂
の
摩
多
羅
神

祭
を
見
た
菅
江
真
澄
は
、
日
記
﹃
か
す
む
こ
ま
が
た
﹄
に
そ
の
様
子
を
書
き
残

し
て
い
る
。
常
行
堂
修
正
会
と
し
て
の
法
会
は
正
月
一
一
日
か
ら
始
ま
り
、
二

12

〇
日
に
結
願
を
迎
え
て
、
勤
行
作
法
の
後
に
延
年
が
行
わ
れ
て
い
る
。
結
願
の

二
〇
日
は
、
常
行
堂
内
部
に
雑ぞ
う

華か

と
呼
ば
れ
る
半
紙
の
切
り
紙
を
注
連
縄
に
つ

け
た
も
の
を
飾
り
、
八
百
屋
献
膳
と
い
う
特
殊
な
供
物
が
本
尊
と
摩
多
羅
神
に
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供
え
ら
れ
る
。
常
行
堂
内
部
が
荘
厳
さ
れ
る
と
、
堂
内
で
は
常
行
三
昧
供
︵
初

夜
作
法
・
後
夜
作
法
︶
が
修
さ
れ
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
延
年
の
舞
台
と
な
る

の
は
、
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
須
弥
壇
前
正
面
三
間
、
奥
行
き
二
間
の
場
所

で
、
現
在
の
演
目
次
第
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①

呼
立

②

田
楽
躍

③

路
舞
︵
唐
拍
子
︶

④

祝
詞

⑤

若

女
・
禰
宜

⑥

老
女

⑦

児
舞
︵
一
年
交
代
で
﹁
花
折
﹂﹁
王
母
ケ
昔
﹂︶

⑧

京
殿
舞
︵
勅
使
舞
︶

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
演
目
次
第
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
文
安
六
年
︵
一

四
四
九
︶
に
記
さ
れ
た
と
い
う
﹁
常
行
堂
大
法
会
次
第
之
事
﹂
に
は
次
の
よ
う

な
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
路
舞

延
年
舞
︵
特
に
能
を
さ
す
︶

田
楽
躍

呼
立

祝
詞

老
女
舞

若
女
舞

禰
宜
舞

児
舞

勅
使
舞

音
楽

舞

楽
﹂
。
山
本
ひ
ろ
子
氏
に
よ
れ
ば
、
現
行
演
目
の
う
ち
摩
多
羅
神
に
関
係
が
あ

13

る
と
考
え
ら
れ
る
演
目
は
、
①
呼
立

③
路
舞

④
祝
詞
で
あ
る
と
い
う
。
次

14

に
、
こ
の
三
演
目
に
つ
い
て
摩
多
羅
神
と
の
関
係
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

２

摩
多
羅
神
の
顕
現
と
芸
能

①
﹁
呼
立
﹂
は
別
称
﹁
笏
拍
子
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
、
現
在
最
初
に
行
わ
れ
る

演
目
で
あ
り
、
二
人
の
僧
︵
五
和
尚
・
四
和
尚
︶
が
田
楽
衆
に
囲
ま
れ
て
向
か

い
合
っ
て
座
し
、
か
つ
て
﹁
足
声

そ
く
せ
い

﹂
と
呼
ば
れ
る
秘
事
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
僧
の
一
人
が
本
尊
の
方
向
に
向
か
っ

て
、﹁
承
仕

承
仕
、
一
和
尚
、
二
和
尚
、
三
和
尚
、
其
次
々
下
流
新
入
ニ
至

ル
迄
テ

コ
ク
ヘ
ヤ
ヘ
イ
ラ
ヘ
タ
ヘ
ト
申
セ
﹂
と
呼
び
か
け
る
。
昔
は
こ
れ
に

答
え
て
、
王
鼻
面
を
つ
け
た
承
仕
が
須
弥
壇
側
か
ら
出
て
﹁
申
ス

申
ス

申

ス
﹂
と
三
度
答
え
て
す
ぐ
に
引
っ
込
み
、﹁
こ
く
部
屋
﹂︵
現
在
は
な
い
︶
に
一

同
が
集
ま
っ
て
酒
宴
を
開
催
し
て
か
ら
芸
能
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
承
仕
が
呼

び
か
け
る
前
に
行
わ
れ
た
﹁
足
声
﹂
は
足
を
合
わ
せ
る
秘
法
で
、﹁
笏
声
﹂
と

呼
ば
れ
る
笏
拍
子
に
合
わ
せ
て
﹁
摩
多
羅
神
ハ
︵
三
反
︶
時
ヤ
ヲ
加
フ
仏
カ
ナ

マ
イ
レ
ハ
子
カ
イ
ミ
テ
給
フ
﹂
と
い
う
歌
が
う
た
わ
れ
た
と
い
う
。

15

③
﹁
路
舞
﹂
は
別
称
﹁
唐
拍
子
﹂
と
も
呼
ば
れ
、
現
行
で
は
田
楽
躍
に
登
場

す
る
童
子
二
人
︵
シ
テ
テ
イ
・
ド
ウ
バ
ッ
シ
︶
が
、
田
楽
躍
と
同
様
の
装
束
で

笏
を
持
ち
、
三
人
の
僧
が
打
つ
田
楽
太
鼓
と
六
番
で
構
成
さ
れ
て
い
る
唐
拍
子

歌
︵
一
番
唐
拍
子
＝﹁
笏
拍
子
﹂
に
う
た
わ
れ
て
い
る
も
の
は
削
除
︶
に
合
わ

せ
て
上
の
句
で
一
人
が
、
下
の
句
で
も
う
一
人
が
立
っ
て
交
互
に
舞
う
。﹁
唐

拍
子
﹂
は
慈
覚
大
師
が
入
唐
の
折
、
清
涼
山
の
麓
に
二
童
子
が
出
現
し
て
舞
っ

た
様
子
を
、
当
山
常
行
三
昧
供
修
法
の
際
に
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

演
目
に
つ
い
て
、
本
田
安
次
が
﹁
田
楽
躍
﹂
に
付
随
し
た
も
の
と
い
う
説
明
を

加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
に
は
現
在
で
も
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
山
本
ひ
ろ
子
氏
は
、﹁
呼
立
﹂＝﹁
笏
拍
子
﹂、﹁
路
舞
﹂＝﹁
唐
拍

16子
﹂
と
い
う
よ
う
に
、
二
演
目
は
同
様
に
﹁
摩
多
羅
神
拍
子
﹂
に
よ
っ
て
摩
多

羅
神
を
囃
す
と
同
時
に
、
衆
僧
︵
演
者
︶
に
招
集
を
か
け
る
も
の
と
推
測
さ

れ
、﹁
笏
拍
子
﹂
が
﹁
こ
く
部
屋
﹂
へ
の
招
集
な
ら
、﹁
唐
拍
子
﹂
は
芸
能
の
場

へ
の
招
集
で
あ
り
、﹁
路
舞
﹂
の
演
者
が
二
童
子
な
の
は
、
こ
の
二
人
が
摩
多

羅
神
の
二
童
子
＝

丁
ち
ょ
う

礼れ
い

多た

と
儞
子
多

に

し

た

で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
﹁
一
番
唐
拍

子
﹂
は
﹁
摩
多
羅
神
拍
子
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
多
武
峰
お
よ
び
日
光
の
修

正
会
で
も
歌
わ
れ
て
お
り
、
摩
多
羅
神
を
讃
え
利
生
を
仰
ぐ
歌
で
あ
る
が
、
問

題
な
の
は
﹁
二
番
唐
拍
子
﹂
で
﹁
ソ
ヨ
ヤ
ミ
ユ

是
々
レ
々
カ

ク
ス
ル
サ
々
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ラ
良
ヤ

ハ
シ
モ
ソ
ロ
々
ウ
ヤ

ヤ
ラ
ス
ハ

ソ
々
ロ
々
ハ

ソ
々
ロ
メ
ニ

リ
ゝ

心
ナ
ム

ツ
ク
シ
ニ
□
ソ
ヨ
ヤ
ミ
ユ

初
返
云
云
﹂
と
い
う
意
味
不
明

17

な
文
言
で
、
こ
れ
は
丁
礼
多
・
儞
子
多
の
囃
し
語
で
あ
り
、
摩
多
羅
神
を
本
尊

と
す
る
玄
旨
帰
命
壇
灌
頂
の
周
辺
で
流
布
し
た
と
い
う
。
二
童
子
相
伝
の
呪
文

め
い
た
歌
は
修
正
会
で
は
歌
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、﹁
シ
ゝ
リ
﹂﹁
ソ
ゝ
ロ
﹂

は
性
的
な
意
味
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

18

④
﹁
祝
詞
﹂
は
鼻
高
・
切
り
顎
・
茶
色
の
翁
面
に
三
冬

さ
ん
と
う

と
称
さ
れ
て
い
る
特

殊
な
冠
を
つ
け
、
衣
装
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
上
衣
に
浅
黄
色
の
切
り
袴
、
背
後
に

は
桑
の
弓
と
蓬
の
矢
を
二
本
携
え
、
右
手
に
御
幣
、
左
手
に
数
珠
を
か
け
て
鳩

杖
を
持
っ
た
主
役
が
、
上
衣
の
裾
を
童
子
に
取
ら
れ
、
後
見
の
若
い
僧
に
先
導

さ
れ
て
登
場
す
る
。
正
面
で
後
見
が
大
日
如
来
の
印
を
結
ん
で
杖
を
支
え
、
童

子
は
裾
を
持
っ
た
ま
ま
う
ず
く
ま
る
。
こ
の
状
態
で
主
役
は
周
囲
に
は
聞
き
取

れ
な
い
よ
う
に
口
中
で
祝
詞
を
読
み
、
祈
祷
の
足
拍
子
を
踏
ん
で
弊
を
円
を
描

く
よ
う
に
振
り
動
か
す
。
こ
の
役
は
、
古
来
か
ら
常
行
堂
別
当
で
あ
る
大
乗
院

と
そ
の
分
家
だ
け
が
務
め
て
き
た
重
要
な
も
の
で
、
こ
の
両
者
に
差
支
え
が
あ

る
場
合
は
、
一
老
が
祝
詞
本
を
封
印
し
た
ま
ま
仏
前
に
供
え
る
だ
け
で
終
了
し

て
き
た
。
祝
詞
の
内
容
は
摩
多
羅
神
の
本
地
を
解
き
、
利
生
を
あ
ら
わ
し
、
御

願
円
満
、
息
災
延
命
、
千
秋
万
歳
を
祈
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

19

山
本
ひ
ろ
子
氏
は
、
先
に
あ
げ
た
資
料
の
中
で
摩
多
羅
神
に
関
す
る
多
く
の

興
味
あ
る
指
摘
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。
中
世
、
日
光
山
常
行
堂
修
正
会
で
は
、﹁
呼
立
﹂
の
後
、﹁
摩
多
羅
神

の
御
輿
迎
え
﹂
と
称
し
て
摩
多
羅
神
の
法
体
を
宝
殿
か
ら
﹁
こ
く
部
屋
﹂
へ
移

動
し
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
を
演
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
毛
越
寺
の
延
年

で
は
﹁
こ
く
部
屋
﹂
で
芸
能
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
内
陣
で
常
行

三
昧
供
が
修
さ
れ
て
い
る
間
、
摩
多
羅
神
の
安
置
所
で
あ
る
奧
殿
で
は
、
別
当

大
乗
院
の
﹁
唯
授
一
人
﹂
と
い
う
摩
多
羅
神
相
伝
が
修
さ
れ
て
い
た
た
め
、

﹁
こ
く
部
屋
﹂
へ
の
出
御
は
あ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な

20

記
述
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
茨
城
県
の
﹁
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
﹂
に
登
場
す
る
六
鬼
神

が
、
背
に
負
っ
た
靫
と
矢
お
よ
び
手
に
し
た
弓
と
い
う
姿
に
、
毛
越
寺
延
年
の

﹁
祝
詞
﹂
に
登
場
し
て
祝
詞
を
読
み
足
拍
子
を
踏
む
主
役
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ

て
考
え
た
こ
と
が
、
見
当
は
ず
れ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
確
信
し
、
越
寺
延
年

の
﹁
祝
詞
﹂
に
登
場
す
る
翁
は
、
摩
多
羅
神
の
顕
現
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。

お
わ
り
に

筆
者
は
先
に
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
と
牛
祭
り
の
共
通
点
と
差
異
点
と
し
て
五
項

目
を
あ
げ
た
。
そ
こ
へ
毛
越
寺
延
年
の
﹁
祝
詞
﹂
を
組
み
込
ん
で
み
た
い
と
思

う
。
そ
の
前
に
、
牛
祭
り
で
摩
多
羅
神
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
祭
文
と
毛
越
寺
延

年
で
読
ま
れ
る
祝
詞
に
つ
い
て
、
本
来
の
意
味
を
理
解
し
て
お
き
た
い
。
祭
文

は
、
祭
儀
の
場
に
迎
え
る
神
仏
の
由
来
や
儀
礼
の
過
程
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
内

容
に
、
独
特
の
節
付
け
を
し
て
読
み
上
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
は
法
会
の

修
法
に
お
い
て
祈
祷
願
意
を
述
べ
た
も
の
で
、
修
験
者
の
関
与
に
よ
っ
て
祭
文

と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。
祝
詞
は
、
神
を
祀
り
神
に
祈
願
す
る
際
に
神
前
で

21

唱
え
る
古
体
の
文
章
で
、
古
く
は
﹁
の
と
・
の
っ
と
﹂
な
ど
と
も
称
し
た
。
祝

詞
に
は
祭
儀
の
場
に
参
集
し
た
人
々
に
向
か
っ
て
宣
読
す
る
形
式
と
、
神
前
に

向
か
っ
て
奏
上
す
る
形
式
が
あ
り
、
前
者
は
文
章
の
末
尾
が
﹁
宣
﹂
で
終
わ
る
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の
に
対
し
て
、
後
者
は
﹁
申
・
白
﹂
で
終
了
し
て
い
る
と
い
う
。
古
く
は
、
そ

の
基
底
に
言
霊
信
仰
が
み
ら
れ
、
神
名
を
唱
え
る
こ
と
で
神
徳
の
発
動
を
願
っ

た
と
い
う
。
次
に
、
毛
越
寺
延
年
の
﹁
祝
詞
﹂
と
楽
法
寺
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
・
広

22

隆
寺
牛
祭
り
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

①

摩
多
羅
神
が
眷
属
を
従
え
て
祭
場
へ
顕
現
す
る
毛
越
寺
延
年
の
演
目
と
し

て
は
、﹁
路
舞
﹂
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

②

寺
院
周
辺
に
居
住
す
る
在
家
住
民
に
よ
る
行
列
と
し
て
は
、
毛
越
寺
延
年

の
前
に
﹁
蘇
民
祭
﹂
の
行
列
の
練
り
込
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
蘇
民
祭
の

行
列
の
中
心
は
摩
多
羅
神
で
は
な
い
。

③

毛
越
寺
延
年
の
﹁
祝
詞
﹂
の
主
役
︵
摩
多
羅
神
︶
が
祭
場
へ
顕
現
す
る
の

は
、
先
導
役
の
若
僧
と
上
衣
の
裾
を
持
つ
童
子
の
二
人
で
あ
り
、
彼
ら
を
眷

属
︵
丁
礼
多
・
儞
子
多
︶
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で

き
る
。

④

延
年
で
読
ま
れ
る
﹁
祝
詞
﹂
の
内
容
は
秘
文
と
さ
れ
て
不
明
で
あ
る
が
、

摩
多
羅
神
の
本
地
を
説
き
、
利
生
を
あ
ら
わ
し
、
御
願
円
満
、
息
災
延
命
、

千
秋
万
歳
を
祈
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
延
年
演
目
と
し
て
の
﹁
祝
詞
﹂
は

最
も
重
要
な
曲
と
さ
れ
、
常
行
堂
別
当
・
大
乗
院
だ
け
が
務
め
て
き
た
役
で

あ
り
、
口
中
に
祝
詞
を
唱
え
な
が
呪
法
と
し
て
の
足
拍
子
(反
閇
)を
踏
む
。

以
上
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
・
牛
祭
り
に
顕
現
す
る
摩
多
羅
神
と
延
年
﹁
祝
詞
﹂

に
登
場
す
る
主
役
に
は
多
少
の
違
和
感
は
あ
る
が
、
多
く
の
共
通
点
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
延
年
の
﹁
祝
詞
﹂
に
使
用
さ
れ
て
い
る
翁
面

は
、
鼻
高
面
で
あ
る
点
を
除
け
ば
切
り
顎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
猿
楽
の
翁
面
を

想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
来
修
正
会
の
延
年
に
は
、
猿
楽
の
﹁
翁
﹂
が
演

じ
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
毛
越
寺
延
年
に
は
﹁
翁
﹂
が
存
在
し
な
い
。

﹁
祝
詞
﹂
が
﹁
翁
﹂
に
相
当
す
る
演
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
切
り
顎

の
鼻
高
翁
面
を
つ
け
る
他
に
、
祝
詞
の
内
容
が

御
願
円
満
、
息
災
延
命
、
千

秋
万
歳
を
祈
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
足
拍
子
︵
反
閇
︶
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
隆
寺
牛
祭
り
小
項
目
﹁
２

大
避
大
明
神
・

秦
河
勝
・
摩
多
羅
神
・
宿
神
・
翁
面
︵
鬼
面
︶﹂
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。
楽

法
寺
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
で
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
が
眷
属
の
鬼
や
地
域
住
民
に
よ
る
稚

児
・
寺
侍
を
引
き
連
れ
て
行
列
を
練
っ
た
後
、
本
尊
の
前
に
至
る
。
こ
の
行
列

は
、
宿
神
と
し
て
の
マ
ダ
ラ
鬼
神
が
本
尊
︵
雨
引
観
音
︶
を
祝
福
に
来
る
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
祭
り
を
摩
多
羅
神
＝
鬼
＝
宿
神
の
祭
り
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
次
に
広
隆
寺
牛
祭
り
は
、
地
域
住
民
と
共
に
行
列
を
練
る
と
い

う
点
で
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
と
同
様
で
あ
り
、
本
尊
の
薬
師
如
来
を
祝
福
に
来
る
大

避
大
明
神
＝
秦
河
勝
＝
摩
多
羅
神
＝
鬼
︵
化
け
物
面
︶
＝
宿
神

と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
毛
越
寺
延
年
﹁
祝
詞
﹂
の
場
合
、
摩
多
羅
神
が
一
山
の
総
鎮
守

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
を
祝
福
に
現
わ
れ
る
摩
多

羅
神
＝
翁
︵
鬼
︶
＝
宿
神
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
摩
多
羅
神
の
演
じ
る
芸
能
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
で

は
眷
属
と
い
っ
し
ょ
に
護
摩
火
の
ま
わ
り
で
踊
る
鬼
踊
り
で
あ
り
、
牛
祭
り
で

は
参
詣
人
か
ら
悪
口
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
お
ど
け
た
節
で
お
ど
け
た
内
容
の

祭
文
を
読
む
こ
と
で
あ
り
、
延
年
の
﹁
祝
詞
﹂
は
、
呪
術
的
な
足
拍
子
と
口
中

に
唱
え
る
祝
詞
で
あ
る
。

本
論
執
筆
に
際
し
て
ご
協
力
い
た
ゞ
い
た
茨
城
県
桜
川
市
教
育
委
員
会
の
君

島
真
理
子
氏
・
実
践
女
子
大
学
大
学
院
学
生
の
中
本
由
有
氏
・
楽
法
寺
事
務
長
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の
宇
留
野
聖
澄
氏
、
お
よ
び
写
真
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
渡
辺
良
正
氏
、
萩

原
秀
三
郎
氏
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

註１

服
部
幸
雄
﹁
後
戸
の
神
︱
藝
能
神
信
仰
に
関
す
る
一
考
察
︱
﹂
︵
﹃
文
学
﹄
一
九
七
三

年
七
月
︶P

.
1
6
～
2
7

２

服
部
幸
雄
﹁
宿
神
論
︿
上
﹀
︱
藝
能
信
仰
の
根
源
に
在
る
も
の
︱
﹂︵﹃
文
学
﹄
一
九

七
四
年
一
〇
月
︶P

.
6
4
～
7
9
・
﹁
宿
神
論
︿
中
﹀
﹂
︵
﹃
文
学
﹄
一
九
七
五
年
一
月
︶P

.

5
4
～
6
3
・
﹁
宿
神
論
︿
下
﹀
﹂
︵
﹃
文
学
﹄
一
九
七
五
年
二
月
︶P

.
7
6
～
9
7・﹁
宿
神
論

︿
補
訂
︱
﹃
更
級
日
記
﹄
の
﹁
す
く
う
神
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹀
﹂
︵
﹃
文
学
﹄
一
九
七
五
年

六
月
︶P

.
1
0
2
～
1
0
9

３

山
本
ひ
ろ
子
﹁
摩
多
羅
神
の
姿
態
変
換
︱
修
行
・
芸
能
・
秘
儀
﹂︵﹃
大
系

日
本
の

歴
史
と
芸
能
﹄

第
三
巻

修
正
会
・
修
二
会
・
西
方
の
春

一
九
九
一
年
二
月
二
五

日

平
凡
社
︶P

.
1
1
5
～
1
6
6

４

寺
崎
大
貴
﹁
雨
引
山
楽
法
寺
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
雨
引
山
の
絵
画
﹄
楽
法
寺
絵
画
資
料
調

査
報
告
書

平
成
一
九
年
三
月
二
五
日

宗
教
法
人

雨
引
山
楽
法
寺
︶P
.
9～
1
5

５

﹃
全
国
寺
院
名
鑑
﹄
︵
全
日
本
仏
教
会
・
寺
院
名
鑑
刊
行
会
編
・
発
行

昭
和
四
四
年

三
月
一
日
︶
、
楽
法
寺
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

６

﹃
茨
城
県
の
芸
能
史
﹄
︵
茨
城
文
化
団
体
連
合
会
編

茨
城
文
化
団
体
連
合
・
茨
城
県

教
育
委
員
会

昭
和
五
二
年
一
〇
月
二
五
日
︶P

.
4
3
9
～
4
4
1
、
ほ
か

７

ち
く
ま
学
芸
文
庫

新
訂
﹃
都
名
所
図
会
﹄
二
︵
市
古
夏
生
・
鈴
木
健
一
校
訂

一

九
九
九
年
三
月

筑
摩
書
房
︶P

.
2
5
6
～
2
6
4

８

鈴
木
棠
三
﹃
日
本
年
中
行
事
辞
典
﹄
︵
角
川
書
店

昭
和
五
二
年
一
二
月
二
〇
日
︶P

.

5
9
1
～
5
9
2

９

服
部
幸
雄
﹁
宿
神
論
︿
上
﹀﹂︵﹃
文
学
﹄
一
九
七
四
年
一
〇
︶P

.
6
4～
7
9

服
部
幸
雄
﹁
宿
神
論
︿
下
﹀﹂︵﹃
文
学
﹄
一
九
七
五
年
二
月
︶P

.
7
6～
9
7

10

山
路
興
造
﹁
翁
と
神
事
猿
楽
﹂︵
山
路
興
造
﹃
翁
の
座
�
芸
能
民
た
ち
の
中
世
﹄

一

11

九
九
〇
年
三
月

平
凡
社
︶P

.
1
4
3～
1
7
9

菅
江
真
澄
︵
一
七
五
四
～
一
八
二
九
︶
は
江
戸
後
期
の
旅
行
家
で
、
民
俗
学
の
先
駆

12

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
三
河
の
出
身
で
本
名
を
白
井
秀
雄
。
国
学
・
和
歌
・
本

草
学
を
学
び
、
信
濃
・
東
北
・
蝦
夷
地
を
遊
歴
し
、
津
軽
藩
・
秋
田
藩
に
滞
在
し
た
。

そ
の
紀
行
を
﹃
真
澄
遊
覧
記
﹄
と
い
う
。

﹁
毛
越
寺
の
延
年
の
舞
﹂︵
本
田
安
次
文
・
萩
原
秀
三
郎
写
真

昭
和
六
一
年
一
月
一

13

日

錦
正
社
︶

山
本
ひ
ろ
子
﹁
毛
越
寺
の
摩
多
羅
神
と
芸
能
︱
﹁
唐
拍
子
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵
別
冊
太

14

陽
﹃
祭
礼
︱
神
と
人
の
饗
宴
﹄
二
〇
〇
六
年
一
月
一
日

平
凡
社
︶P

.
5
2～
5
8

榊
泰
純
﹁
摩
多
羅
神
と
歌
謡
︱
修
正
会
の
延
年
︱
﹂︵﹃
日
本
仏
教
芸
能
史
研
究
﹄
昭

15

和
五
五
年
二
月
二
八
日

風
間
書
房
︶P

.
4
8～
6
6

本
田
安
次
が
、﹁
路
舞
﹂
は
﹁
田
楽
躍
﹂
に
付
随
し
た
も
の
と
い
う
説
明
を
し
た
理
由

16

は
、
全
国
各
地
に
民
俗
芸
能
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
﹁
田
楽
躍
﹂
に
は
、﹁
ろ
ん

舞
﹂﹁
入
舞
﹂﹁
扇
舞
﹂
な
ど
と
呼
ば
れ
る
舞
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

註

に
同
じ
。

17

15
註

に
同
じ
。

18

14
註

に
同
じ
。

19

13
註

に
同
じ
。

20

14

﹃
日
本
民
俗
大
辞
典
﹄︵
一
九
九
九
年
一
〇
月
一
日

吉
川
弘
文
館
︶

21

註

に
同
じ
。

22

21
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